
二へ

漢
文
訓
読
卑
上
の
一
間
題

－
　
再
読
字
の
成
立
に
つ
い
で

林
　
　
芳
　
　
規

苛題間－の上鬼臓謬文沃

は
　
し
　
が
　
き

平
安
初
期
以
前
の
調
法
と
、
中
期
以
径
の
訓
法
と
の
問
に
は
、
漢
文
訓
読

史
上
一
線
を
劃
し
う
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
促
定
を
実
証
す
べ
く
、
筆
者

は
い
く
つ
か
の
点
に
つ
い
て
内
面
的
考
察
を
加
え
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
そ

の
一
つ
と
し
て
平
安
初
期
以
前
ま
で
辞
の
訓
（
助
詞
・
助
動
詞
お
よ
び
形
式

動
詞
）
を
も
っ
て
い
た
漢
字
が
副
詞
・
接
続
詞
な
ど
の
詞
の
訓
に
変
っ
た
と

い
ヶ
一
つ
の
傾
向
に
気
が
つ
い
た
。
こ
の
傾
向
の
範
囲
と
限
界
に
つ
い
て
さ

ら
に
考
え
進
め
て
行
く
う
ち
に
、
い
わ
ゆ
る
再
読
字
と
し
て
漢
文
訓
読
の
折

に
特
定
漢
字
に
二
訓
を
固
定
さ
せ
た
訓
法
の
成
立
も
こ
の
傾
向
の
一
つ
で
は

な
い
か
と
考
え
る
に
至
り
、
調
査
し
え
た
請
訓
点
本
の
用
例
と
そ
れ
に
基
い

た
愚
考
と
を
鑓
説
し
て
大
方
の
ご
叱
正
と
ご
教
示
を
得
よ
γ
と
意
を
決
し
、

先
学
の
説
く
と
こ
ろ
、
和
文
に
こ
の
漢
文
直
訳
口
調
が
渉
透
す
る
様
を
調
べ
．

て
、
さ
ら
に
こ
の
愚
考
の
他
に
及
ぼ
す
影
響
な
ど
併
記
す
る
こ
と
を
敢
え
て

行
っ
．
で
み
た
。

ー
、
「
雷
」
字
の
一
訓
の
移
り
変
り

字
書
に
「
猶
レ
合
也
」
「
将
有
事
甫
宋
至
」
「
事
理
合
レ
宜
」
と
説
か
れ
る

■

「
雷
」
字
の
訓
を
漢
文
瓢
読
の
資
料
に
よ
っ
て
調
べ
る
と
、
平
安
初
期
に
加

点
さ
れ
た
資
料
の
訓
法
と
中
期
以
後
加
点
の
訓
法
の
問
に
相
違
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。

す
で
に
春
日
政
治
博
士
、
遠
藤
嘉
基
博
士
の
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に

（
註
1
）
　
平
安
初
期
に
お
け
る
「
嘗
」
字
の
訓
法
は
（
用
例
許
1
）

ベ
シ

の
．
直
ち
に
「
嘗
」
と
助
動
詞
に
訓
む
。

研
　
創
詞
の
訓
「
マ
サ
ニ
」
　
（
稀
に
「
マ
サ
ニ
ご
）
　
を
当
て
、
結
び
に

お
い
て
、
次
の
よ
r
な
毎
々
な
形
を
持
つ
。

の
　
助
動
詞
「
ム
」
を
補
読
し
て
推
童
形
で
結
ぶ
。

帥
　
「
ム
ト
ス
」
を
補
託
し
て
推
立
（
意
志
）
形
で
結
ぶ
。

H
　
助
動
詞
「
．
へ
シ
′
」
を
補
読
す
る
。

⇔
．
命
令
の
形
で
結
ぶ
。

靭
　
結
び
を
平
叙
す
る
。
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に
分
煩
で
き
る
用
例
空
示
し
、
そ
の
間
に
、
・

H
．
の
は
佃
に
比
較
し
て
用
例
が
少
い
。

l
　
⇔
　
脚
の
中
で
は
的
の
用
法
が
比
較
的
に
多
い
。

⇔
　
「
雷
」
字
は
常
に
一
度
訓
ま
れ
る
の
み
で
、
後
唯
の
よ
う
に
固
定
し

た
二
訓
を
も
っ
て
訓
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

の
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
「
雷
」
字
に
の
刷
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
切

訓
法
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
努
め
て
原
義
に
応
じ
た
意
訳
を
し
よ
う
と
し
て

個
性
的
な
訓
み
分
け
を
し
た
訓
読
初
鋤
の
訓
法
の
結
果
で
あ
ろ
う
が
、
し
の
の

．
「
べ
シ
」
と
．
辞
の
訓
に
当
て
る
例
が
、
佃
よ
り
少
く
、
用
法
も
限
ら
れ
て
い

る
の
は
、
既
に
初
期
訓
法
が
崩
れ
、
新
し
い
訓
法
に
移
る
き
ざ
し
が
見
え
そ

め
た
と
思
わ
れ
る
。

．
平
安
中
期
以
鎮
新
た
に
加
点
さ
れ
た
資
料
に
よ
る
と
∵
」
の
個
性
的
な
訓

も
法
が
少
く
な
っ
て
、
同
時
に
副
詞
の
訓
マ
サ
二
と
辞
の
訓
．
へ
シ
と
の
二
訓
が

「
嘗
」
字
に
表
記
さ
れ
る
例
が
見
え
て
く
る
。
京
都
大
学
蔵
蘇
悉
地
堀
羅
経

延
毒
九
年
目
点
9
0
9
に
よ
る
と
、

ひ

　

　

　

の

　

の

　

　

を

㌔
捕
る
へ
し
使
者
及
御
咤
迦
等
所
説
真
言

の
よ
う
な
佃
の
M
の
用
法
が
そ
の
大
部
分
を
占
め
、
稀
に
、

に

　

る

　

を

　

　

　

の

　

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ひ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

雷
　
用
　
赤
　
梗
幕
　
〆
　
飯
・
根
菜
蜜
水
及
　
蜜
・
砂
糖
・
米
粉
　
餅

ヽ

l

／

．

を

　

な

り

等
．
是
　
也

紀
節
九
延
久
五
年
点
1
。
7
。
）
（
摘
諸
）

み

に

　

　

す

．

　

の

　

の

　

の

　

の

　

　

の

　

　

を

自
首
）
損
害
持
英
世
尊
所
説
無
量
明
及
諾
真
言

き
こ
と
を（
仁
和
寺
萩
蘇
陸
呼
撃
縫
承
麿
三
年
点
禦

84

に

我
雷
　
　
上
昇
，

へ
し
ト
ま
モ
フ

の
　
　
ア
ル
．

桓
踵
神
変
（
仁
和
寺
焚
豊
富
二
年
点
讐

の
よ
う
な
例
．
が
見
え
は
じ
め
て
い
る
。
以
下
二
訓
を
表
記
し
た
例
を
あ
げ

る
。募
人
率
ヰ
㌔
入
て
誅
サ
ム
聖
雪
為
吉
王
票
史
雷
后
本

て

　

　

　

　

六

　

　

　

四

　

　

に

一

二

　

　

　

　

　

一

　

五

に

て

に

ト

ソ

つ

　

る

既
　
託
雷
　
宥
所
陳
　
（
東
大
寺
戒
供
合
諭
項
羽
疏
平
安
後
期
点
）

L

ス

ス

に

　

　

・

の

記
我
　
富
　
招
　
人
中
　
尊
　
（
西
大
寺
本
金
光
明
長
路
王
華
北
些
一
年

点

肌

）

．

L

．

　

〇

（
興
福
寺
置
高
館
伝
庚
和
二
年
点
1
0
以
下
室
町
摘
ま
で
の
例
は
省
略
す
る
。
）

l

こ
れ
ら
の
調
査
に
よ
っ
て
判
明
し
た
こ
と
は
、
次
の
点
で
あ
る
。

H
　
二
訓
表
記
の
例
は
時
代
の
下
る
と
共
に
多
く
な
る
。

⇔
　
し
か
し
、
院
政
期
ま
で
は
、
一
度
し
か
訓
ま
れ
な
い
訓
法
も
見
え
て
い

．
る
。
そ
れ
は
、
（
用
例
群
こ

の
　
闘
詞
マ
サ
こ
と
訓
ん
で
「
ム
」
を
補
読
す
る
。

紳
　
副
詞
マ
サ
こ
と
訓
ん
で
「
．
へ
シ
」
を
補
読
す
る
。

H
　
副
詞
マ
サ
二
と
訓
ん
で
命
令
の
形
で
結
ぶ
。
．

で
あ
る
。
帥
H
は
的
に
比
較
し
て
一
層
少
い
が
、
の
も
時
代
の
下
る
と
共

に
少
く
な
る
。

⇔
　
鎌
倉
時
代
以
接
に
は
、
一
、
二
の
例
を
除
い
て
、
そ
の
殆
ん
ど
が
二
訓

表
記
と
な
っ
て
い
る
。



こ
こ
に
表
記
さ
れ
た
二
訓
と
は
、
す
べ
て
副
詞
の
訓
マ
サ
こ
と
辞
の
剖
べ
シ

と
で
あ
る
が
、
高
山
寺
本
担
茨
名
立
抄
の

（
・
ノ
・
）

〔

即

〕

外

畏

曇

主

シ

ア

タ

ル

、

ツ

カ

サ

ト

ル

ツ

ネ

＝

ル

A

へ

．
．
．
．
．
．
∴
　
i
こ
　
　
　
．
．

不
　
明
　
マ
サ
シ
　
　
ソ
コ
．
ム
カ
フ
　
ア
ツ
　
カ
ナ
ア
　
マ
ホ
シ

の
は
じ
め
の
訓
に
よ
る
と
、
べ
シ
は
補
流
語
と
し
て
で
は
な
く
、
マ
サ
ニ
と

共
に
こ
の
二
訓
が
常
字
の
固
定
し
た
訓
と
し
て
定
型
d
れ
て
い
る
こ
と
が
分

る
。
こ
l
れ
に
よ
っ
て
恩
ト
に
、
平
安
中
期
以
後
Ⅵ
資
料
に
二
訓
表
記
の
例
が

見
え
る
の
は
∵
そ
の
漢
字
が
再
読
字
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
豊
醸
し
（
註
こ

そ
の
背
景
に
初
期
の
個
性
的
な
訓
法
が
崩
壊
し
っ
1
あ
っ
た
と
い
う
諷
実
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
（
註
3
）

【
用
例
警
㌣
監
謂
㌍
鶴
㌫
豊
刷
は
譜
欝
鮮
距
離
複

の
　
湛
一
つ
に
助
動
詞
「
ベ
ジ
」
に
訓
む
。

L
　
　
ル
　
　
の
　
　
も
　
　
　
ヌ
と
　
の
　
　
に

常
　
如
　
此
　
経
　
亦
三
　
共
　
囲

（
西
大
寺
本
金
光
明
童
捲
王
経
平
安
朝
持
出
）

し

　

　

を

ソ

と

い

ふ

汝
等
常
　
如
．
丑
　
謂
（
同
宥
）

を
サ
へ
　
に
　
　
メ
む
と
ス
ラ
ク
　
　
　
の
　
　
　
　
の
　
　
　
を

及
持
－
径
者
　
　
常
　
往
　
　
　
無
辺
　
殊
膵
　
之
福
°

（
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
平
安
初
期
点
）

M
　
助
動
詞
「
ペ
ソ
」
を
祁
読
す
る
。

に
　
　
て
　
　
　
を
　
　
　
へ
シ
　
　
に
　
　
へ
シ
　
　
　
　
の
　
　
に

我
常
．
以
　
不
整
　
而
死
　
常
　
駐
　
大
怖
畏
　
海

t

（
東
大
寺
武
　
威
実
論
天
長
五
年
点
し

に
　
　
へ
シ
　
　
　
の

漕
璃
大
王
常
　
狩
　
十
樺
　
功
徳
膵
利
を

（
東
大
寺
蔵
　
地
裁
十
輪
経
元
慶
一
年
点
）

⇔
　
命
令
の
形
で
結
ぶ
。

の
　
　
　
　
　
の
　
　
を
は
　
　
　
に
　
　
か
ラ
　
ヒ
ル
ク
　
み

対
頂
　
四
1
域
　
記
　
老
首
　
唱
　
改
　
質

題

　

　

幻

間

　

　

（

．の上兜臓
叫
討文法

副
詞
の
訓
；
l
サ
二
」
に
訓
み
、

㈹
　
助
動
詞
「
ム
」
を
椚
託
す
る
。

に
　
　
仁
　
　
の
　
　
て
　
　
ム
　
　
　
　
を
．

常
．
為
、
汝
　
略
　
説
　
少
分（
東
大
寺
薗
地
菌
十
輸
登
苅
慶
一
年
蓋

常
に
㌔
種
種
の
安
禍
（
笠
切
金
光
明
君
三
雲
釈
甘
点
）
捜

．

°

㈹
　
「
ム
・
ト
ス
」
を
補
説
す
る
。

（
加
点
院
戒
大
虐
三
歳
玄
共
法
面
表
啓
甘
占
…
）
（
帥
酎
欄
監
撞
撒

．
∵
）

栂
　
結
び
を
平
叙
す
る
。

に
　
く
　
　
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
り
て
　
に
　
て
　
る
と
い
ふ
　
と

発
効
空
意
琵
云
再
勒
五
億
七
十
六
番
践
　
常
下
作
　
　
彿

（
高
山
帝
京
　
観
相
勒
上
生
徒
賛
平
安
初
期
点
）
同
右

に
　
　
ル
を
も
ち
て
な
ヮ
ヌ
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

常
　
符
　
　
　
不
　
　
迫
阿
籍
多
羅
三
克
三
菩
拉

（
西
大
寺
本
　
金
光
明
長
膵
王
経
甘
点
）

【
用
例
脾
2
】
　
平
安
中
期
以
後
に
お
け
る
非
再
読
の
例

の
　
副
詞
の
詞
　
マ
サ
二
　
を
当
て
、
助
動
詞
　
ム
　
を
的
託
す
る
。

に
　
　
に
　
か
　
　
　
　
し
　
　
　
　
せ
U

書
館
　
為
　
汝
　
分
別
　
解
説

（
西
大
寺
本
　
金
光
明
最
勝
王
経
永
長
二
年
点
）

に

　

L

　

　

　

の

　

を

　

て

の

　

に

　

　

せ

む

　

を

常
　
供
r
無
数
蹟
億
　
諸
彿
　
臨
悌
　
所
行
・
前
具
　
大
道

94



・
（
談
山
神
社
茂
　
法
華
蚤
院
政
期
点
）

れ
　
に
　
　
に
・
か
　
　
む
　
　
の
　
　
　
　
を

善
男
子
我
　
常
　
為
　
汝
．
説
　
共
．
印
相
．

（
東
京
大
学
国
語
研
究
室
萩
　
大
乗
本
生
心
地
現
在
治
承
四
年
点
）

帥
助
勤
詞
、
ペ
ジ
を
補
読
す
る
。

雷
に
為
に
針
へ
L
平
戦
　
（
仁
和
寺
正
大
最
悪
二
年
点
）

二

　

　

こ

票
田
室
夜
．
抱
護
へ
し
此
人
l

（
西
大
寺
本
　
金
光
明
最
勝
王
経
永
長
二
年
点
）

的
　
命
令
の
形
で
姑
ぶ
。

に

　

　

　

　

　

レ

　

こ

と

　

を

し

て

に

汝
等
四
王
骨
軍
掩
護
如
走
四
衆
　
勿
　
使
　
他
線
　
共
　
相
侵
擾

（
同
右
）

に

イ

サ

ヒ

ヒ

≠

ヰ

て

　

て

　

を

　

て

　

　

レ

　

　

ト

イ

7

こ

と

タ

ヽ

シ

ナ

　

か

　

を

皆
首
　
唱
1
率
　
同
　
心
　
以
　
無
　
不
　
　
正
・
－
正
汝
　
君

（
国
字
聖
顔
　
群
音
詩
要
建
長
五
年
点
）
複

【
註
ュ
】
　
日
大
寺
本
企
光
害
蓑
持
工
芸
古
点
の
冒
語
草
的
研
究
へ
研
究
持
語

の
呼
慧
）

コ
B
安
窮
と
コ
慧
語
の
行
先
（
語
法
の
項
）

【
註
2
】
　
点
図
集
に
よ
れ
に
、
化
の
点
日
工
り
む
く
れ
て
生
じ
た
三
宝
番
手

点
に
「
J
タ
、
ヒ
ヨ
予
」
の
記
章
か
入
っ
て
芸
で
∴
二
号
．
L
L
こ

れ
が
再
読
空
e
す
も
の
と
す
れ
に
、
又
裏
付
け
と
ち
0
。

【
註
3
】
　
再
読
字
の
成
立
に
単
に
ベ
γ
が
下
に
あ
る
と
の
〔
用
例
㌫
1
の
は

の
M
〕
が
マ
サ
こ
と
並
ん
で
「
常
」
▼
字
に
つ
い
て
い
る
よ
う
に
な

っ
た
表
記
上
の
問
題
で
は
な
く
、
初
期
の
個
性
的
な
訓
が
少
く
な

っ
て
、
同
時
に
再
読
が
生
じ
・
モ
…
に
開
国
が
あ
る
。
佃
の
M
の
例

は
、
「
ム
」
や
「
ム
、
ト
ス
」
を
補
う
と
同
様
に
補
託
と
考
え
ら
れ
る
L

の
で
、
後
述
の
よ
う
に
再
読
成
立
の
一
要
件
で
は
あ
る
が
、
す
べ

ペ
シ

て
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
「
常
」
　
の
よ
う
な
辞
の
訓
が
な
く
な
っ

た
こ
と
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
〓
、
将
・
未
お
よ
び
須
の
訓
骨
ど

・
1
「
将
」
（
有
ン
漸
之
辞
・
幾
願
ノ
辞
）
と
「
未
」
の
訓
も
「
常
」
字
と
同
傾
向
を

も
っ
て
い
る
。
・

平
安
初
期
に
は
直
ち
に
辞
の
訓
に
よ
む
か
、
副
詞
の
訓
に
よ
ん
で
柿
藍
m

を
持
つ
か
町
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
。

「将」

0

1
　
直
ち
に
辞
訓
ム
ト
ス
に
雷
て
て
訓
む
。

に
　
　
を
　
　
　
す
　
　
サ
む
と
　
　
有

言
非
但
罪
　
我
　
亦
将
罪
　
女

（
岩
崎
文
庫
萩
　
庸
書
平
安
初
期
点
）
社

レ
　
　
せ
て
　
す
る
こ
と
　
む
と
　
ア
ル
ア
シ
今
を

身
－
・
形
詔
　
書
　
将
　
死
　
不
　
　
　
久

（
西
大
寺
本
　
金
光
明
最
勝
王
道
盲
点
）

2
　
吊
詞
の
訊
マ
サ
二
に
よ
み
、
そ
の
結
び
方
に
軽
々
あ
る
。

柄
　
助
崇
詞
ム
を
帯
託
し
て
拉
八
八
形
で
結
ぶ
。

い
　
　
て
　
　
キ
せ
　
つ
　
　
レ
　
　
て
　
　
に
　
　
て
む
か
と
、
を

人
士
　
罠
　
㍍
　
持
　
其
　
恋
　
将
　
企
　
　
了
・

（
同
右
）

的
ム
ト
ス
を
補
篇
す
る
。

別
命
尽
号
‥
と
ポ
得
鞋
雇
隼
将
聖
す
る
時
に

（
東
大
寺
務
　
成
実
論
天
長
五
年
点
）

的
・
打
消
の
時
－
マ
ジ
で
結
ぶ

05



題間．の如峨訂文沃

「未」
l

ひ

こ

と

に

に

（

マ

）

じ

グ

あ

ろ

趣
　
死
　
将
　
不
　
久
　
（
西
大
寺
本
金
光
明
最
膵
五
経
甘
点
）

直
ち
に
辞
の
訓
ズ
・
ジ
（
推
童
）
．
に
訓
む
。

い

　

り

と

は

又
が
聖
崇
莞
奉
釘
蒜
益
賢
蓋
五
年
点
）

為
来
生
故
生
す
る
（
東
大
尊
顔
金
光
明
霊
釈
富
懸
五
）

ヌ
カ

二

　

一

の

　

　

の

　

　

　

の

是
　
諸
　
行
法

和
あ
り
㌔
鞋
生
る
。
と

－

（
西
大
寺
本
金
光
明
最
膠
王
経
甘
点
）

副
詞
イ
マ
ダ
に
訓
ず
る
。

（
註
1
）

だ

　

す

　

　

の

　

外

に

宋
　
出
　
裏
区
　
之
表

こ
の
場
合
打
消
助
動
詞
は
補
読
さ
れ
る
。

宋
　
有
　
詮
序

だ
丁
ラ
す

（
知
恩
院
双

す
ろ
こ
と

大
望
二
孜
玄
算
法
輔
表
替
盲
点
）
前
掲

（
同
右
・
濁
点
は
祭
事
の
加
え
た
も
の
）

平
安
時
代
中
ご
ろ
以
後
に
は
望
読
の
例
が
見
え
は
じ
め
次
第
に
多
く
な
っ

て
来
る
。
（
註
2
）

七
に
も
へ
ざ
る
に
に
も
の
に
れ
せ

宋
曾
鯉
入
畳
茶
l

躍
者
亦
不
授
興

ら
む

（
京
都
大
学
顔
　
蘇
悉
地
翔
羅
経
延
喜
九
年
点
）

吉

．

こ

　

こ

　

菅

笠

以
ふ
聖
馬
書
聖
、
而
坐
　
旺
誓
ぶ
．

（
東
大
寺
鼓
・
虫
上
位
経
如
来
功
徳
品
平
安
t
I
．
釣
点
）

竺
依
文
正
警
凰
一
〟
一
彗
此
の
聖
略
シ
雪
二
生

に

　

て

　

に

　

く

　

ハ

（
東
大
寺
萩
　
供
合
論
戚
釈
疏
平
安
後
期
点
）

レ

　

　

こ

と

　

に

　

イ

　

む

と

，

　

は

　

ハ

む

　

　

　

　

　

　

を

・

勿
　
重
用
　
膳
　
何
如
　
　
願
　
賜
　
東
西
府
御
史

す
る（
神
田
喜
一
郎
氏
絞
　
自
氏
文
集
天
永
四
年
点
）
榎

未
夕
振
蜘
勘
．
　
（
東
大
寺
絞
法
華
諭
疏
末
永
四
年
点
）

ノ

　

一

l

　

タ

　

　

　

　

　

　

レ

　

　

レ

　

　

　

ト

イ

フ

コ

ト

チ

訊
　
初
　
未
　
詳
定
　
是
　
何
年
月
日

ス

O

c（
昏
招
拉
寺
戴
　
戒
律
伝
来
記
上
保
安
五
年
点
）
葦

（
以
下
の
用
例
は
省
略
）

r
須
」
字
に
つ
い
て
は
、
一
役
に
使
用
度
が
右
に
比
し
て
少
い
た
め
か
、

十
二
分
に
用
例
を
採
集
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
平
安
初
期
の
訓
の
例

1
　
直
ち
に
助
動
詞
．
へ
シ
に
訓
む
。

し
　
　
　
ク
　
　
し
て
　
　
　
　
す
　
　
　
に

皆
　
須
　
等
　
分
∴
　
和
合
一
処
・

（
西
大
寺
本
　
金
光
明
最
膵
王
経
盲
点
）

L
　
　
　
テ
　
　
　
　
し
て
　
　
　
る
　
　
　
に
　
ク
，

必
顎
屈
曲
・
唱
出
　
不
令
後
悔

三

　

　

二

　

　

　

一

8

　

　

（

？

．

）

た
　
　
ラ
　
L
（
こ
U
に
　
　
　
た
　
れ
　
す
る
こ
と
　
を

未
　
到
′
彼
－
所
　
己
来
　
勿
　
怪
脂
腿
嫉
（
同
右
）

る
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

ヱ
チ
チ
）
　
　
を
　
　
　
に
　
む
′
と
）

換
　
臣
雲
　
両
群
　
翠

す

　

r

（
膵
抄
本
漢
書
梯
雄
伝
天
暦
二
年
点
）
撞

（
松
田
霜
一
郎
氏
旧
歳
由
分
律

2
　
副
詞
ス
べ
カ
テ
ク
に
訓
ず
る
。

行
事
抄
平
安

初
期
点
）
（
朗
謡
睦
認
）

の
　
　
　
に
　
　
ス
へ
（
カ
一
つ
ク
）

若
犯
過
l
比
丘
　
應
－
須

こ

治
　
者

一
日
間
日
章
l
私
シ
訂
右
）

が
あ
る
が
、
「
貌
（
か
ら
く
）
治
（
む
）
腹
（
き
）
者
」
と
訓

ス
へ

＼

1

1

、

．

！

⊥

　

　

　

　

　

J

u

‥

幸
二
宝
は
遇

′

一

′

－

・

－

－

，

・

－

　

1

．

．

　

－

・

・

－

－

・

－

4

　

－

一

1

－

－

　

－

－

．

．

．

1

－

－

－

－

年

1

1



∵

ま
れ
た
も
の
で
あ
む
う
か
。
副
詞
の
訓
に
対
し
て
助
動
詞
べ
シ
を
補
読
す

る
用
例
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。

平
安
中
期
以
後
に
な
る
と
そ
の
例
が
多
く
見
え
る
。

メ

む

　

　

　

　

を

　

も

の

は

　

　

　

る

へ

L

　

　

の

　

　

・

の

　

を

・

求
．
戌
1
就
・
宕
・
須
解
　
真
言
　
上
中
下
　
法

（
京
都
大
学
戴
．
蘇
悉
地
拘
掃
経
空
曹
九
年
点
）

く
　
　
　
に
　
　
　
　
に
　
く
へ
キ
ナ
り
　
を

第
．
四
輯
　
均
等
　
曳
　
　
之
・
（
西
大
寺
京
　
護
靡
蜜
記
長
元
八
年
点
）

同
時
に
、
再
読
の
例
も
見
え
て
い
る
。

以
上
述
べ
た
拒
・
お
・
須
に
つ
い
て
も
亦
、
観
智
院
本
邦
芳
名
蓑
抄
に

措
　
曇
～
セ
り
㌣
ス
．
束
イ
マ
タ
J
＝
二
聖
へ
カ
テ
ク
～
ス
へ
シ

°

　

°

　

°

と
見
え
る
の
に
よ
る
と
望
誠
字
と
し
て
同
定
し
た
二
訓
を
意
識
し
て
い
た
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
「

「
宜
」
字
に
つ
い
て
は

ル
テ
　
へ
カ
ラ

こ
　
　
ナ
ル

不
L
　
宜
．
下
旬
之
腰
向
　
琶

三
　
　
　
く
二

す
る
に

今
案

頚
　
依
　
（
時
）
克
之
早
暁
・
以
・
加
．
督
・
耳
（
同
右
）

へ
シ
　
て
　
　
　
　
コ
ク

に

　

　

て

　

　

へ

　

パ

フ

く

皆
須
ク
は
1
．
等

′

L

）

こ
く

ク
　
　
ー
し
分
　
和
合
一
成

禦
）
は
t
L

ソ

7

ノ

（
西
大
寺
本
　
会
光
明
及
勝
王
経
永
長
二
年
点
）

タ
　
に
．
イ
フ

柔
　
道
　
天
－
真
0

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

図

串

翠

戒

．

文

鎧

秘

肝

論

休

廷

四

年

点

）

枚

な
ど
の
空
説
の
例
が
旦
え
る
が
、
そ
れ
以
前
に
論
述
で
き
る
ほ
ど
の
十
二
分

の
例
を
見
ず
、
就
中
平
安
初
細
に
そ
の
例
を
見
な
い
の
で
、
同
傾
向
を
も
つ

も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
は
思
わ
れ
る
．
が
、
今
は
論
及
す
る
こ
と
が
で
き
な

ヽ

　

0

1
Y

【
註
1
】
副
詞
の
訓
イ
マ
ダ
に
対
し
て
打
侶
助
動
詞
メ
・
少
は
補
説
語
と
見

る
べ
き
で
あ
る
。
一
て
れ
は
、
譲
葉
姑
の
用
字
法
を
見
る
に

（
回
許
容
だ
　
文
鎧
産
群
論
保
道
川
牢
ム
）
　
桧

二
　
　
十
　
　
っ
ノ
ツ
ナ
ユ
　
タ
　
　
　
ル

何
　
只
在
二
元
1
日
一
哉
　
「
守
－
常
　
須
　
真
之

へ
シ

（
甲
骨
陀
鼓
　
世
俗
詩
文
院
政
用
点
）
　
蟹

ノ

　

　

一

ク

シ

　

　

ス

一
切
　
人
天
常
　
須
　
供
養
．

の

　

　

に

　

く

　

　

す

∴
守
屋
孝
蔵
氏
戒
千
手
千
眼
陀
羅
追
放
院
政
期
点
）
　
害

ク

　

　

　

タ

　

　

　

ニ

須
　
今
度
且
　
入
天
台

へ
シ

L
チ
l

商
誼
乃
更
人
等
．

（
石
山
寺
裁
行
應
抄
建
久
八
年
l・
点
）
拉

（
以
下
の
用
例
は
省
路
）

の
ご
と
く
で
鐸
倉
時
代
以
後
に
は
容
易
に
採
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

㈹
意
味
上
打
消
の
誉
・
場
合
に
も
「
未
」
が
イ
マ
グ
と
し
て
用
い
l

一
ノ

㍑
㌍
責
等
讐
莞
万
莞
祭
る
0
′

以
下
同
〕

．
的
「
来
」
を
イ
て
ダ
と
訓
ん
で
更
に
打
消
の
語
を
表
記
了
篭

身
若
い
報
か
倶
酢
即
一
彗
聖

霊
紆
華
霊
牟
歪
器
量

で
分
る
ご
と
く
嘉
」
牢
に
今
日
の
ご
と
く
二
調
は
固
定
し
て
い

慕
っ
．
圭
か
‡
あ
る
。
も
し
二
訓
が
撃
し
て
．
い
㌫
ら
右
の
ご



題同一

　

l

の上
　
l

虫瞳討撃

と
き
用
字
法
は
と
り
え
な
か
っ
鞍
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
同
塾
に
は

次
の
ま
え
な
私
法
も
見
え
て
い
る
つ

封
m
ふ
か
ね
l
が
　
か
く
ぞ
も
み
で
る

M
　
秋
風
毛
　
味
　
吹
老
　
如
此
曾
奄
美
照

（
票
．
聖

し
か
し
、
こ
れ
は
漢
文
訓
読
に
お
け
る
呼
応
関
係
を
も
つ
捕
聖
冊
の
用

法
が
利
用
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
同
用
例
が
「
唯
－
ノ
ミ
」
に

も
見
ら
れ
る
か
．
ら
で
あ
る
。
∴

モ
ノ
、
I
ナ
ハ
　
ア
タ
ラ
シ
芸
シ
4
リ
ヒ
ト
ハ
・
フ
芸
ル
ノ
、
さ
ソ
ヨ
；
カ
ル
ペ
シ

⇔
　
物
皆
者
　
新
吉
　
　
唯
人
．
者
　
善
之
　
　
應
　
宜

へ
竿
撃

ノ

こ
の
訓
み
に
音
義
に
こ
よ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
同
番
が
何
番
盤
庚
　
上

ハ

　

レ

「
人
　
恍
　
求
レ
善
苓
非
レ
求
蕾
椎
新
」
に
よ
っ
て
い
る
と
い
う
ご
と
く
、

原
法
文
に
引
か
れ
た
も
の
で
、
ノ
「
ノ
ミ
」
に
当
．
る
字
は
な
い
が
漢
文
訓

タ
ヽ

読
に
お
い
て
ノ
ミ
は
唯
と
呼
応
肝
係
を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
の
よ

ぅ
な
用
字
法
も
許
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
な
お
玉
勝
間
に
よ
れ

と
き
は
す
ぎ
吋
　
さ
7

．
1
で
「
ヌ
カ
モ
」
は
別
と
考
え
て
L
　
「
時
濱
雄
　
過
」
と
打
滑
の
語
を

．
椚
っ
て
読
む
例
を
指
摘
し
て
い
る
。

【
詫
ウ
ニ
．
平
安
中
期
以
後
に
も
非
再
読
の
例
が
見
え
て
い
る
。

「
蹄
」
の
副
詞
マ
サ
こ
と
訓
ん
で
助
動
詞
ム
を
椚
託
す
る
。
帥
内
よ
り
多

ヽ
　
〇

．
V

に
　
タ
ラ
む
こ
と
を
し
　
‥
　
の
　
を

成
定
蹄
　
足
　
　
　
新
作
此
　
法
．

（
仁
和
寺
歳
　
蘇
靡
呼
童
子
溌
承
暦
三
年
点
）

に

む

ヤ

　

き

の

　

　

　

を

於
此
林
中
・
．
肺
　
無
　
猛
　
獣
千
損
害
．
彿
我
．
・

7㌢

（
四
大
寺
本
　
企
光
明
【
最
脂
工
学
放
き
五
五
）

蒜
阿
よ
セ
ハ
民
婚
箪
⊥
「

ニ

　

　

セ

ン

（
図
書
寮
蒲
　
郡
中
音
罫
紙
長
五
年
点
）
尋

ミ

　

　

チ

　

　

エ

ナ

ム

コ

ト

　

ス

ト

　

　

カ

ラ

日
　
加
〓
滑
　
死
　
　
不
レ
　
久
－

．
　
　
　
．
（
倭
点
法
華
経
吉
野
潮
期
点
）
　
蔑

す
な
は
ち
ま
さ
に
い
つ
く
ん
そ
か
．
の
し
う
を
も
ろ
い
ん

（
か
な
が
き
ろ
ん
ご
室
町
期
等
）
　
檀

〔
則
脾
焉
用
牧
村
灸
〕

帥
　
ム
ト
ス
を
捕
読
す
る
。

こ

　

　

　

　

　

を

　

　

　

　

　

を

婚
　
郊
上
玄
　
定
泰
疇
l

を
　
　
　
に
　
　
ウ
ン
　
奄

鉄
功
　
五
帝
．
郎
胤
・

M
　
打
消
で
結
ぶ
。

ニ

　

　

ー

《

　

　

　

　

ス

　

一

一

心
中
　
大
　
管
旋
　
抒

耶
　
．
1

0

在
ち
に
辞
の
訓
ム
ト
ス
　
に

る
0

°ア

ヅ

メ

の

　

を

ク

　

　

セ

　

　

　

こ

－
痺
神
－
休
隼
明
塘
∵
同
符
を
三
高

ア
タ
へ
ユ
タ
カ
こ
と
を
ヒ
　
メ
て
　
を
　
む
と
す
　
を

錫

　

羨

　

砧

　

迩

　

開

　

放

（
唐
抄
本
漢
書
相
磯
伝
天
暦
二
年
患
）
誓

ス

ヤ

　

　

ノ

　

　

　

シ

ナ

　

　

　

ス

ル

コ

ト

　

チ

非
　
′
原
　
作
仰
　
棉
乱
　
我
心
一

（
傍
点
法
華
経
吉
野
期
点
）
綾

訓
む
こ
と
が
な
い
点
は
注
意
す
べ
き
で
あ

ゥ
二
束
」
　
「
未
」
の
中
期
以
後
の
側
の
中
に
は
博
に
「
メ
」
の
み
の
表
記
の

も
の
が
多
い
。
こ
れ
は

q
…
実
際
に
ば
イ
マ
ダ
を
訓
ん
だ
が
表
記
し
な
か
っ
㌔

b
　
意
味
上
再
読
寸
で
、
と
が
不
可
能
だ
っ
た
。

。
当
時
代
の
訓
法
を
反
映
し
な
い
充
料
（
例
え
ば
移
点
本
な
ど
）
で

′
ニ
あ
阜
∵

′

卜

1

1

－

「

1

1

1

－

35
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′
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ヽ
‘
′



t

．

1

．

1

　

－

　

1

I

1

－

・

‘

．

、

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

な
ど
に
考
え
ぎ
ー
と
が
で
与
る
が
そ
り
多
く
は
右
の
変
速
よ
り
考
え
て

ユ
で
あ
っ
た
ろ
う
と
見
ら
れ
る
。

三
、
非
望
誠
字
遠
」
と
不
定
な
r
猶
．
」
の
訓

「
應
」
字
も
、
「
猶
」
字
も
今
日
再
読
字
と
し
て
訓
読
さ
れ
て
い
る
が
、

前
述
の
も
の
と
史
的
事
借
を
異
に
す
る
。

「
瞥
車
は
、
平
安
初
期
か
ら
室
町
期
芸
の
実
例
を
見
る
に
全
く
再
読
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
Ⅵ
平
安
初
期
の
例
は
、

菩
薩
摩
詞
も
戟
是
．
疇
軋
フ
＿
復
恥
と
ヰ
の
撃

（
四
大
寺
本
′
金
光
明
最
膠
王
経
甘
点
）

故

起

作

し

至

は

　

を

　

シ

と

　

を

業
．
必
應
　
壷
報

′
　
（
東
大
寺
萩
　
戌
実
論
天
長
五
年
点
）

曾
」
と
く
直
ち
に
辞
の
訓
べ
シ
に
当
て
る
例
の
み
で
他
の
再
読
字
の
ご
と
く

副
詞
の
訓
を
全
く
見
な
い
。
中
期
以
後
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

重
く
撒
れ
真
言
勒
鞋
用
．
庭
を
．

（
京
都
大
学
童
　
蘇
悉
地
翔
羅
経
竺
喜
九
年
点
）

I

よ

　

L

　

　

の

　

　

　

ま

　

こ

．

　

　

　

与

宗
君
　
應
二
軍
二
州
刺
史
沈
．
君
首
レ
位
極
　
三
－
公
°

（
興
福
寺
戒
ふ
．
h
l
倍
伝
朕
和
六
年
点
）

マ
　
の
　
の
　
　
こ
と
　
　
　
を
　
へ
シ
　
た
る
　
　
　
に

其
　
色
　
迷
・
人
　
應
過
　
此

（
神
田
喜
一
郎
氏
萩
自
氏
文
集
天
永
四
年
点
）
拉

彼
ノ
生
新
軋
吼
乱
入
於
中
ノ
宮
。

（
東
宝
教
育
大
学
国
語
学
研
究
宝
蔵
　
金
働
頂
大
著
王
経
保
元
二
年
点
）

／

有
。
．
畢
頂
死
者
面
壁
事
一
這
軍
．
（
弛
俗
諺
文
院
政
期
点
）
披
　
以

シ
　
　
　
ス
　
　
レ
　
　
ス
コ
ナ
　
　
　
　
チ
．

骨
應
恭
甚
謹
声
壷
侵
を

ー
（
守
屋
孝
疲
氏
京
　
千
手
千
眼
陀
羅
尼
経
院
政
期
点
）
葦

へ

シ

　

ク

　

　

ノ

　

　

　

ノ

應
　
受
　
桓
担
　
流
時
生
死
　
地
獄
餓
鬼
…
…

（
高
野
山
正
月
院
京
　
悌
粛
啓
膵
陀
羅
尼
経
院
政
期
点
）
按

ク

モ

．

ヘ

リ

　

　

　

ニ

　

シ

　

　

ム

　

チ

　

　

サ

ル

テ

　

　

バ

ラ

苛
　
値
　
遺
談
一
．
應
　
恨
三
行
　
而
不
二
　
交
】

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

ツ

タ

、

カ

ナ

r

 

l

：

シ

″

　

　

　

　

　

　

　

　

八

（
如
来
追
跡
講
式
桂
保
三
年
点
）
　
拉

ハ

ヘ

シ

ト

ン

フ

ル

キ

　

チ

菩
凝
　
應
　
赴
　
旧
　
交
情
　
（
観
智
院
戒
作
文
大
体
鎌
倉
中
期
点
）
建

考

ソ

　

、

1

　

キ

タ

ス

坦
亦
　
應
こ
　
日
　
東
】
　
　
　
（
醍
醐
寺
戒
遊
仙
窟
畢
永
三
年
点
）
複

清
－
光
應
㌘
批
難
　
（
前
田
家
戴
桂
川
地
票
弘
治
四
年
点
）
棲

シ

　

l

l

　

　

　

ス

習
手
應
二
　
毎
レ
　
葦
一
間
】

（
足
利
学
校
追
跡
図
書
館
擬
音
文
事
縫
室
町
期
点
）
校

’

の
ご
と
く
す
べ
て
「
べ
L
L
に
訓
ま
れ
て
い
る
。
作
文
大
体
（
群
書
拝
東
本

に
よ
る
）
の
「
返
読
字
し
の
中
に
も
、
室
町
期
の
桂
庵
和
倍
家
法
倭
点
の
二

度
読
み
の
中
に
も
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
室
町
期
ま
で
は
再

．

読
字
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
こ
れ
が
再
読
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

°

た
の
は
思
う
に
江
戸
時
代
以
後
で
、
「
應
常
也
」
の
辞
書
の
誌
に
よ
っ
た
為

で
あ
ろ
う
。

「
猶
」
字
は
作
文
大
体
に
は
返
読
字
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
字
で
あ
る
。

し
か
し
実
際
に
槻
智
院
本
に
よ
っ
て
同
学
の
訓
を
見
る
に
、

コ

ト

シ

ノ

㌧

・

刀

．

∵

猫
　
響
　
之
疇
　
堅
（
作
文
大
体
儲
倉
中
期
点
）
場

ノ



題間
．

の上血流訓文藻

と
あ
っ
て
単
に
で
ト
シ
と
だ
け
読
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
（
註
丁
）
桂
庵
和

府
家
法
俵
点
に
は
こ
の
字
を
「
二
度
読
み
」
の
中
に
あ
げ
て
お
ら
ず
・
鎌
倉

・
室
町
期
の
点
本
に
も
一
度
し
か
訓
ま
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
．

ヨ

一

l

　

　

ト

　

　

コ

ト

　

　

　

　

　

　

コ

ト

ク

ナ

ラ

ム

　

ノ

　

　

　

ト

　

　

　

ト

ノ

世
々
与
争
　
結
　
因
縁
．
猶
　
　
今
奉
安
　
与
妙
楽
－
焉
．

（
金
沢
文
庭
戒
　
弘
決
外
典
砂
弘
安
七
年
点
）
拉

シ
　
ナ
　
　
　
　
　
タ
　
コ
・
へ
タ
ル
カ
　
ヲ
モ
フ
カ
　
キ
ヌ
キ
ン
コ
ト
ラ

猶
下
飢
　
之
求
レ
食
　
塞
・
之
欲
上
　
衣
．

、
（
足
利
学
校
遺
跡
図
書
館
戒
音
文
事
経
室
町
期
点
）
援

し
か
し
な
が
ら
、
ま
た
他
方
再
読
さ
れ
た
例
も
見
え
告
∴

の

　

に

　

∴

　

な

る

こ

と

　

を

　

　

　

の

r
円
活
月
輪
　
中
　
無
垢
　
　
猶
　
浄
鏡

t
し

（
仁
和
寺
務
大
此
度
連
邦
成
彿
経
久
安
四
年
蓋

ナ

チ

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

へ

ン

　

　

ノ

猶
〓
桂
－
林
　
之
一
1
枚
　
昆
奇
　
之
片
　
玉
】
．

（
鶴
智
院
歳
世
俗
諺
文
院
政
期
点
）
握

ナ
チ
　
ム
ヱ
た
る
と
き
　
　
　
め
　
を
ト
ル
コ
イ
た
る
と
き
　
　
か
　
　
を

猶
竃
　
嘉
一
露
乾
苦
氏
蔵
摘
録
㌢
点
）
槍

－
は
　
ナ
ホ
シ
　
　
　
　
　
　
の
‥
　
　
ノ

臣
妾
　
猶
し
　
▼
百
」
姓
　
徒
役
（
三
千
院
萩
音
文
事
経
建
堕
二
年
患
）
計

モ
ル
コ
ト
　
ワ
レ
テ
ナ
チ
シ
　
　
　
テ
、
ノ

視

レ

　

予

　

猶

　

　

父

（
円
珠
経
野
水
元
年
点
）
　
技

イ

タ

、

イ

ナ

　

　

テ

　

　

ク

　

　

　

　

　

ノ

　

ア

テ

ク

コ

ト

　

　

ヲ

．

こ

ソ

　

　

　

　

　

ノ

入
　
浴
レ
　
之
　
如
二
　
父
1
母
－
仰
レ
　
　
之
　
猶
二
　
日
1
月
－

・
（
伊
達
家
本
金
句
路
室
町
期
点
）
携

ぅ
っ
た
へ
を
き
く
事
わ
れ
な
を
人
の
こ
と
し
〔
放
談
吾
猶
人
也
〕

い
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
C
空
≒
T
更
初
罠
に
お
い
て
豆
、

は
き
言
ク
　
キ
ヒ
ク
し
て
猶
L
彗
㌔
り

．
歯
　
白
　
斉
　
密

（
西
大
寺
本
　
金
光
明
長
路
王
謹
音
〇

の
ご
と
く
直
ち
に
「
ゴ
ト
ご
と
訓
じ
て
い
た
。
し
か
し
一
方
副
詞
の
訓

「
ナ
ヰ
シ
（
叉
は
ナ
ホ
）
」
　
も
あ
っ
た
。
．

猶
L
如
く
浮
木
．
の
入
て
画
複
の
㌔
聖
可
告
こ
と

°

（
東
大
寺
務
成
案
論
天
長
五
年
点
）

凱
・
如
し
て
許
の
計
ク
所
執
が
無
能
親
も

（
西
大
寺
本
　
金
光
明
最
膵
王
蓮
盲
点
）

た
．
ゞ
し
、
こ
の
折
は
、
す
べ
て
T
如
」
字
と
豆
な
っ
た
も
の
で
、
多
く
の
用

例
が
見
え
、
文
鎮
薗
百
石
ひ
き
つ
ゞ
い
て
剖
じ
用
い
ら
れ
来
っ
て
い
る
。

整
す
る
。
と
永
梅
乳
言
㌘
㌔
監

（
石
山
寺
薮
金
剛
界
念
訴
次
第
院
政
期
点
）
蟹

し
か
し
な
が
ら
、
「
猶
」
に
副
詞
の
訓
ナ
ホ
シ
を
当
て
、
辞
の
訓
ゴ
ト
シ
を

補
読
す
る
例
は
全
く
見
ら
れ
な
い
、

【
註
1
】
．
群
書
翫
栗
餅
収
の
作
文
大
体
は
後
か
ら
書
き
加
え
ら
れ
た
項
L

認
め
ら
れ
る
て
「
速
読
字
」
の
項
は
最
後
の
方
に
見
え
る
も
の

．
で
毒
の
点
信
用
度
が
薄
い
。
因
み
に
「
綻
」
を
再
読
字
と
し
て

あ
げ
て
い
る
が
」
諸
点
本
資
料
l
こ
そ
の
用
例
を
全
く
見
な
い
C

（
安
田
庫
文
顛
か
な
が
き
ろ
ん
ご
室
町
期
等
）と
は
櫨ヽも

－r
．
－

四
、
再
読
字
の
骨
に
．
つ
い
て
の

再
読
字
が
成
芋
碁
に
は
次
の
二
っ
の
要
件
を
認
め
る
こ
と
が
で
き

搾



．

L

l

－

7

～

－

－

1

l

I

ー

ー

ー

ー

ー

1

一

．

る
。要
件
1
　
平
安
初
期
の
訓
に
お
い
て
そ

こ
と
。

の

渾
字
が
辞
の
訓
を
持
っ
て
い
た

ホ
　
と
こ
ろ
で
⇔
に
関

な
ど
で
あ
る
。

紅

ヽ
1
．
．
．
・
－
　
′

、
一

Ⅰ

し

．

J

　

■

て
い
い
う
る
こ
と
は
、
副
詞
の
訓
を
持
ち
ま
た

要
件
2
　
同
じ
字
に
辞
の
訓
と
は
別
に
詞
の
訓
（
副
詞
の
訓
な
ど
）
が
あ

り
、
そ
れ
に
呼
應
す
る
辞
の
祁
読
語
を
も
っ
て
い
て
、
か
つ
そ
の

抽
読
語
が
要
件
ュ
の
辞
の
訓
と
同
一
の
語
で
あ
る
こ
と
。

こ
の
二
件
が
平
安
中
期
ま
で
に
　
川
．
要
件
1
の
「
辞
の
訓
」
が
他
の
「
詞

の
訓
」
　
に
よ
み
変
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
辞
訓
の
同
訓
碑
化
と
略
称
）

餌
　
こ
の
「
辞
の
訓
」
が
頚
件
2
の
補
流
語
と
同
一
語
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

同
一
号
に
副
詞
の
訓
と
辞
の
訓
．
（
要
件
2
の
呼
應
関
係
に
あ
っ
吾
捕
聖
岬
に

代
翠
甘
．
れ
た
も
の
）
と
を
併
記
す
る
l
よ
う
に
な
っ
l
た
。
㈱
∵
こ
う
し
て
生
じ

た
訓
法
は
中
期
以
後
の
訓
法
の
一
傾
向
（
同
一
字
に
は
同
一
訓
を
亨
え
よ
う

と
す
る
傾
向
）
に
応
じ
て
他
の
個
性
的
訓
法
に
と
っ
て
代
り
、
訓
読
の
固
定

化
を
更
に
す
ゝ
め
て
い
っ
た
。
以
下
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と

に
す
る
。

前
項
ま
で
に
述
べ
て
来
た
こ
と
か
ら
次
の
こ
と
が
判
明
す
る
。

イ
▼
漢
字
一
字
を
二
度
に
訓
む
こ
と
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
平
安

中
期
以
後
で
あ
る
。
ノ

ロ
・
再
読
の
傾
向
は
時
代
が
た
つ
は
ど
多
く
打
っ
て
く
る
こ
と
。

ハ
　
璧
“
誠
が
行
わ
れ
る
項
よ
り
辞
の
訓
に
直
ち
に
訓
む
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
見

ペ

シ

ム

l

r

ス

ズ

　

ぺ

シ

ら
れ
な
ソ
＼
な
っ
た
。
即
ち
平
安
初
期
に
単
に
常
・
賂
・
（
未
）
㌧
須
な
ど
と

、
訓
む
訓
が
殆
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

ニ
平
安
初
期
の
訓
に
お
い
て
、
辞
の
訓
の
み
で
、
l
他
に
副
詞
の
訓
を
有
し

な
い
も
の
は
鎮
世
再
議
さ
れ
な
い
。

そ
れ
と
呼
応
関
係
に
あ
る
補
読
語
を
持
っ
て
い
る
漢
字
が
あ
っ
て
も
、
平

安
初
期
に
お
い
て
直
ち
に
そ
の
柿
託
語
に
モ

l
当
す
る
辞
の
訓
を
も
っ
て
そ

の
漢
字
が
訊
じ
ら
れ
た
こ
と
が
な
け
れ
ば
再
読
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ

ア
ニ
ヽ
ヽ

る
。
例
え
ば
「
皇
」
と
そ
れ
に
呼
応
す
る
ム
ヤ
と
は
早
く
か
ら
密
接
な
関
係

を
持
ち
な
が
ら
決
し
て
再
読
に
は
な
ら
な
い
。
「
唯
1
ノ
ミ
」
に
お
い
て

も
然
り
で
あ
る
。
「
唯
」
を
単
に
ノ
ミ
と
訓
じ
、
昌
ご
を
ム
ヤ
と
訓
じ

た
例
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
の
と
的
と
は
用
例
の
示
す
通
り
で
あ
る
。
‥
門
に
つ
い
て
考
え
よ

う
a
西
大
寺
本
金
瀧
明
最
防
王
経
に
加
え
ら
れ
た
平
塚
初
期
白
点
と
、
同
じ

本
に
加
え
ら
れ
た
永
長
二
年
の
朱
点
と
の
訓
法
を
比
較
す
る
に
、

L
ル
の
も
ヌ
と
の
に
・

雷
知
此
経
亦
至
英
国
（
平
安
初
潮
自
点
）

し
ク
L
て
す
に

皆
須
・
等
分
和
合
一
庭
（
．
〃
）

－其
の
永
廿
里
．
聖
む
扉
此
の
中
に
多
ク
有
宣
戦
魚
（
″
）

．
（
屯
）

ぺ
シ
ぺ
シ
ム
ト
ス

常
・
須
・
帯
と
平
安
初
期
に
お
い
て
晩
の
訓
を
も
っ
て
い
た
も
の
は
、

に
，
ヌ
の
．
に
．
こ

告
知
・
（
翌
此
紐
亦
至
英
国
（
永
長
二
年
点
）
d
四
王
常
知
・
（
彗

∴
′

ク

は

　

　

ク

　

し

　

　

　

　

　

に

°

常
須
　
　
等
　
分
　
和
合
　
一
度
　
（
〃
）

．（待）

に

　

　

寺

　

　

　

　

　

の

　

　

の

　

　

に

　

　

ク

　

　

　

　

の

其
水
瀞
　
表
　
於
此
．
地
　
中
　
多
　
布
衆
　
魚
（
〃
）

．（返）

と
永
長
二
年
訓
点
で
は
す
べ
て
再
読
さ
れ
て
い
る
。
（
註
∴
▼
十
な
わ
ち
辞
の

訓
に
よ
ま
れ
て
い
た
も
の
が
、
す
べ
て
マ
サ
二
、
ス
ベ
カ
ラ
ク
ハ
と
甜
詞
な



る
討
の
部
品
み
か
え
ら
れ
て
お
。
、
か
つ
夏
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
し
か
る
に
平
安
初
期
の
訓
法
に
お
い
品
詞
の
訓
セ
サ
二
に
よ
ま
れ
で

い
た
も
の
は
、
再
読
に
優
っ
て
い
る
例
も
あ
る
が
、
そ
の
ま
1
初
期
の
訓
法

を
う
け
つ
い
で
い
る
。
（
註
2
）
こ
の
こ
と
は
か
言
辞
の
訓
を
も
っ
て
い
た

こ
と
が
再
読
字
成
立
の
一
要
件
で
あ
る
と
考
え
う
る
。
そ
れ
は
叉
的
の
点
よ

り
考
え
合
わ
せ
て
も
首
肯
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
に
平
安
初
期
に
お
い
て
辞
の
訓
を
持
っ
て
い
た
も
の

が
、
中
期
以
後
に
他
の
詞
の
訓
に
読
み
か
え
ら
れ
て
い
る
も
の
を
他
宗
め

る
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

の

　

は

じ

　

セ

の

○
種
痘
香
気
非
但
遍
此
三
千
人
千
壮
私
受
相
平
安
朝
期
日
点
）

鯉
甥
寵
の
紺
等
時
…
∵
∴

汝
等
勤
等
れ
彗
音
数

常
に
軋
勿
レ
軋
三
と
於
卑
隼
も

こ

　

　

　

て

奉
授
華
尊
　
世
尊
受
己

▲
一
、
∵
′

）
〔
勿

）

〔

〃
へ
チ
ハ
）
て

）
〔
已

に

　

　

フ

　

メ

じ

　

セ

　

　

　

　

　

二

丈

常
．
願
　
勿
　
虞
　
於
卑
盟

○

彗

ま

つ

る

　

ケ

　

に

‥

　

　

已

・
授
豊
泄
乾
た
ま
ヌ

に

　

り

　

の

　

を

　

ナ

は

＋

∵

て

　

に

既
　
識
　
病
　
源
　
已
　
随
　
病
　
，

題間一の上叙情討文藻

の
非
（
じ
・
ヌ
）
勿
（
じ
・
ナ
）
・
已
（
完
了
助
動
詞
ヌ
）
と
辞
の
訓
に
訓

ま
れ
た
も
の
が
、

担
軽
の
香
気
苦
悩
す
受
に
は
聖
千
大
千
貰
こ

（
永
長
．
二
年
点
）
爺
や
）

衆
妙
の
掌
の
彗
∴
　
の
　
に

一
色
　
毎
日
　
三
時

）
　
〔
〃

に

p

の

l

　

て

て

に

既

識

病

源

口

〕

疇

病

　

1

（

〝

　

　

＝

〝

㍉

．

〕

と
、
ほ
と
ん
ど
一
様
に
訓
み
変
え
ら
れ
て
い
至
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た

同
傾
向
の
も
の
と
し
て
、

誓
勘
勝
惣
持
密
㌔
　
書
初
習
意

と

表
撃
若
〝
衆
私
刑
於
て
大
和
雪
汁
諾
葦
と
（
″
）

一
．
切
の
乳
無
し
．
雪
空
い
ふ
こ
療
鞋
輿
摂
　
へ
″
）

推
定
若
を
址
甥
　
　
　
　
（
〝
）

の
及
・
雄
・
為
丁
併
）
・
劫
が
、
鎮
壮
二
様
に
オ
昌
L
イ
へ
（
フ
）
ト
そ
・

タ
メ
ニ
・
モ
ツ
テ
と
訓
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
も
あ
げ
う
る
し
、
さ
ら

す

に
「
欲
」
が
ホ
ツ
ス
と
訓
せ
ら
れ
る
の
も
そ
の
三
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
各

語
に
よ
っ
て
そ
の
直
訳
訓
た
る
「
詞
の
訓
」
へ
の
よ
み
変
え
の
事
情
は
異
な

る
が
、
す
べ
て
詞
的
麗
謂
訓
に
移
付
し
て
い
る
の
で
あ
。
、
そ
し
て
そ
の

「
辞
の
訓
」
の
ほ
と
ん
ど
が
、
平
安
中
期
以
降
に
は
姿
を
没
し
て
し
ま
っ
て

、
い
る
の
で
あ
る
○
（
註
ヱ
．

．
こ
れ
ら
の
傾
向
は
平
安
中
期
出
校
中
国
と
の
交
通
が
絶
え
て
二
股
に
漢
文

に
対
す
る
実
力
が
お
ち
た
i
と
音
読
の
衰
退
と
に
伴
な
っ
÷
訓
読
の
上
に

生
じ
た
変
改
の
l
つ
で

が
亡
び
て
形
式
的
訓
読
が
生
じ
た



こ
と
に
聾
る
賢
訓
宴
上
の
一
つ
の
変
計
誉
見
ら
れ
サ
Q
。
辞
の

訓
に
そ
れ
が
見
え
る
の
は
、
宣
命
の
小
書
き
の
例
よ
り
考
え
て
漢
字
の
訓
と

し
て
は
助
詞
助
動
詞
は
不
安
定
に
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
方
平
安
初
期
に
お
け
る
闇
詞
（
詞
）
の
訓
を
見
る
に
、
そ
の
結
び
に
さ

ま
ざ
ま
の
い
い
方
を
持
っ
て
い
る
ー
特
に
「
雷
」
の
ご
L
く
ー
。
し
か
も
い
マ
サ
一
一

ず
れ
の
字
に
お
い
て
も
、
呼
応
関
係
に
携
欄
読
語
婚

†
サ
ニ

べ
シ
・
．
ム
・
ム
ト
ス
、
揮
1
ム
」
ム
ト
で
未
1
ズ
、

ど
。
こ
れ
ら
の
呼
応
関
係
に
は
、
必
ず
己
述
の
辞
の
訓
持ベカ須

ペ
シ
常

っ
て
い

ラ

P

（

む
と
す

る
。
常
1

辞
．
へ
シ
）
　
な

す
　
ベ
シ

未
・
須

と
一
致
す
る
補
読
語
を
持
っ
て
・
い
る
。
こ
の
ご
と
か
ら
筆
者
は
、
辞
の
訓
が

詞
の
訓
で
あ
る
マ
サ
ニ
・
イ
マ
〆
・
ス
ペ
カ
テ
ク
の
闘
詞
の
訓
に
変
る
折
に

す
で
に
呼
応
関
係
に
あ
震
輿
に
攣
る
べ
シ
（
補
記
語
）
讐
撃

イ
マ
ダ

る
ム
ト
ス
（
補
記
語
）
、
未
に
應
ず
る
ズ
（
補
記
語
）
な
ど
の
口
調
に
影
響

さ
れ
て
、
補
説
語
を
雷
漢
字
の
訓
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
副
詞
の
訓
と
共

に
こ
の
二
訓
を
一
洪
字
に
固
定
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
と
考
え
る
。
さ
す
れ

ば
、
副
詞
の
訓
と
そ
れ
に
呼
応
す
る
柿
読
語
（
辞
の
訓
と
同
じ
語
の
）
と
の

関
係
も
再
読
字
成
立
の
壱
件
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
掲
の
⇔
に
述
べ

た
よ
う
に
「
應
」
が
再
訂
さ
れ
な
い
の
は
こ
の
第
二
の
要
件
を
欠
く
た
め
で

あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
平
安
初
期
に
「
應
」
に
闘
詞
の
訓
お
よ
び
そ
れ
に
応
ず

る
補
説
語
の
訓
法
が
一
披
化
し
語
物
い
為
で
あ
ろ
う
。
「
猶
－
が
他
の
再

読
字
と
趣
を
異
に
す
る
の
は
、
「
猶
」
と
補
読
語
の
ゴ
ト
シ
と
の
関
係
が
他

の
再
読
字
の
よ
う
に
は
見
当
ら
ず
、
そ
の
代
乃
補
読
語
ゴ
ト
シ
の
役
割
を

．
r
猶
如
J
と
ま
ね
用
い
ら
れ
る
「
如
し
が
果
し
、
こ
の
語
序
に
よ
る
口
調
が

要
件
2
を
充
た
し
た
た
め
で
、
他
の
再
読
皐
が
成
立
し
て
か
ら
、
後
れ
て
そ

れ
に
擬
し
て
成
立
し
串
も
の
と
考
え
る
。
な
お
「
儲
」
に
つ
い
て
は
こ
の
点ヽ

ノ

こ

　

　

　

＼

・

－

－

・

～

・

」

1

－

－

1

－

－

‥

・

、

．

．

！

l

！

′

．

．

′

●

l

・

t

l

▼

l

一

・

、

－

、

l

，

・

－

－

－

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

t

，

叫
′

、

よ
り
見
て
も
全
く
再
読
字
た
訂
寓
が
考
え
ら
れ
な
い
。

逆
に
聖
の
要
件
だ
け
㌃
再
読
字
は
成
立
し
な
い
。
す
で
に
榊
に
述
べ

た
ご
と
く
闇
詞
と
そ
れ
に
呼
応
関
係
に
あ
る
禍
読
語
と
が
い
か
に
達
合
皮
が

破
く
と
錘
頂
字
に
は
な
り
え
な
い
。
皇
・
唯
の
ご
と
き
が
そ
う
で
あ
る

が
、
又
雷
に
応
ず
る
ム
と
の
連
語
預
と
な
る
。
院
政
期
ま
で
は
。
の
連
合

は
強
く
、
多
く
の
例
を
見
る
が
、
雷
の
ご
と
き
再
読
は
全
然
見
ら
れ
な
い
の

ム

マ
サ
一
一

で
あ
っ
て
、
こ
の
連
合
さ
え
や
が
て
雷
に
移
行
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

ベ
シ

（
挙
こ
最
筏
に
成
立
時
期
に
つ
い
て
考
え
る
に
、
再
読
字
が
見
え
る
の
は
平
安
中

期
以
降
で
あ
る
。
辞
の
訓
が
詞
の
訓
に
変
る
こ
と
は
す
で
に
平
安
初
期
に
も

見
ら
れ
る
。
壱
た
字
に
よ
っ
て
は
副
詞
の
訓
と
補
読
語
と
の
連
合
も
強
ま
っ

て
い
た
と
も
見
ら
れ
る
4
し
か
ら
ば
初
期
の
資
料
に
見
え
て
も
よ
さ
そ
う
で

あ
る
。
だ
が
見
え
な
い
b
い
ず
れ
に
し
て
も
漢
字
に
即
し
た
訓
を
と
ろ
う
と

し
た
傾
向
に
裏
付
け
さ
れ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

【
註
l
】
永
長
二
年
点
は
自
点
に
比
し
て
訓
が
少
い
が
こ
の
例
で
に
再
読
訓

の
み
で
あ
り
、
少
く
と
も
積
趣
的
に
再
読
訓
で
な
い
と
見
ら
れ
る

用
例
に
見
な
い
。

【
註
2
］
副
詞
マ
サ
三
に
訓
ん
で
ム
を
補
う
例
（
多
く
見
え
て
い
る
）

・
レ
　
に
　
に
　
か
　
　
　
し
　
　
　
せ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
に

．
書
　
留
　
為
　
汝
　
分
別
　
解
説
　
（
初
期
点
）
1
曹
償
　
為

汝
か
分
別
し
解
戦
む
（
永
長
点
）

に
　
ケ
む
や
　
　
キ
　
丁
り
て
．
　
　
せ
る
こ
と
　
　
　
を

早
婚
　
無
　
　
猛
　
獣
　
　
損
害
　
　
於
我
（
初
期
点
）

l
子
隼
芋
疇
　
損
客
於
我
（
永
長
点
）

、
一
い
．
日

田
・



週間ln上虫は
叫
甜文洋

副
詞
マ
サ
二
に
訓
ん
で
ベ
ジ
牢
捕
う
飼

に

　

　

　

　

に

雷
　
於
盤
夜
六
時
．
（
中
略
）
作

に

　

　

　

　

　

の

　

　

　

　

に

ル
ヘ
シ
キ
　
　
　
　
を

一
如
．
畢
言
　
（
初
期
点
）

へ
L
　
　
　
　
　
　
を

J
常
　
於
塾
夜
　
六
時
　
（
中
略
）
作
．
如
畢
盲
へ
永
長
点
）

＿

常
を
マ
サ
ニ
に
訓
ん
で
命
令
で
拇
ぷ
1

の

　

に

　

た

ま

へ

慈
父
常
二
畢
悠
　
（
初
期
点
）
1
慈
缶
㌔
蕾
へ
（
永
長
点
）

塞
ど
で
み
る
が
又
こ
れ
ら
の
再
読
に
変
っ
圭
例
も
す
で
に
見
え
る
」

常
に
触
っ
と
オ
モ
フ
へ
シ
無
晋
千
万
億
の
衆
㌔
　
輿
生
動

を
菅
　
〔
以
下
略
〕
　
（
初
期
竜

に
つ

l
常
会
空
音
千
折
鶴
衆
生
嘗
て
　
て
　
を

し

こ

　

　

　

　

　

　

　

∴

出

　

生

死

菅

㌔
聖
へ
ー
言
芸
⊇
三
言
呈
l
笠
∵

【
註
4
】
甲
え
ば
景
山
符
畢
学
塗
慧
琵
笠
簑
宗
と
採
点
法
苧
発
雷
算
n
点

の
「
常
」
字
の
訓
み
オ
ー
だ
見
る
に
前
者
は
再
読
と
開
設
語
ム
一
ど
訂

む
方
と
が
相
牛
は
し
て
見
え
る
が
後
者
に
お
い
て
は
す
．
へ
て
璧
戒

に
な
っ
て
い
る
。

一
げ
レ
む
　
l
レ
　
　
に
　
ヅ
力
む
と
　
　
の
　
を

記
　
我
　
償
　
紹
　
人
中
‘
軍
．
（
初
期
点
）

ス

　

　

　

を

　

　

に

　

　

　

　

　

の

↓
記
　
我
　
常
　
紹
　
人
中
　
尊
　
（
永
長
点
）

°
．
し
＿

右
の
例
よ
り
考
え
る
に
、
ま
す
辞
の
訓
を
も
っ
て
い
吾
も
の
が
再

読
と
．
な
り
、
つ
い
で
r
ベ
ジ
」
を
昭
記
す
る
例
が
、
更
に
他
の
い

い
方
ま
で
再
議
に
変
っ
お
の
で
あ
ろ
う
と
見
ら
れ
る
。

オ
ヨ
ビ

【
註
3
】
こ
こ
に
述
べ
否
決
字
の
詞
的
な
直
訳
訓
け
「
及
」
を
除
い
て
は
す

で
に
こ
平
安
初
期
点
本
に
は
、
辞
的
な
訓
と
並
ん
で
表
わ
れ
て
い

上
。
辞
的
な
訓
が
ま
っ
お
く
そ
れ
ら
の
訓
に
移
行
し
た
の
が
平
安

中
期
以
降
と
見
ら
れ
る
。

オ
ヨ
ピ

「
及
」
の
直
訳
訓
の
も
っ
と
も
早
い
例
竺
革
都
大
学
商
蘇
悉
地
翔

羅
経
竺
署
九
年
点
に
見
え
て
い
る
？

、

〔
以
下
略
〕
六
永
長
点
）

五
、
一
設
的
で
な
い
再
読
字

使
役
の
令
・
教
・
造
・
伎
・
博
な
ど

作
文
大
体
調
返
読
字
に
　
「
須
・
写
寧
雷
・
令
・
野
敦
・
透

マ
サ
一
l

等
也
」
と
合
・
教
・
退
・
任
を
、
桂
庵
和
錦
家
法
倭
点
に
「
将
・
ス

ナ
ン
ゾ
　
シ
ナ
シ
ナ
　
シ
ナ
　
シ
ナ
　
シ
テ
　
ス
ペ
カ
ラ
ク
　
イ
マ
ダ

蓋
・
令
・
教
・
使
・
伴
・
遺
・
須
　
未
」
と
令
・
敦
・

サ
ル
　
シ
ム
　
シ
ム
　
シ
ム
・
シ
ム
　
シ
ム
　
　
ペ
シ
　
ジ

・
猶
・
使
・
未
・
縦

ヨ
ワ
シ
ク
　
マ
サ
l
l

宜
・
雷
・

ペ
シ
　
　
ペ
シ

使
・
脾
・
辺
を

ぁ
げ
て
あ
。
、
高
山
専
本
葉
名
義
抄
に
「
退
㌶
㌶

セ

…
セ

は
し
と
あ

る
の
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
も
或
時
期
に
は
再
読
字
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
そ
の
平
安
初
期
に
お
け
る
訓
法
は
、

1
　
直
ち
に
助
動
詞
ジ
ム
と
訓
む
。

ル
　
を
も
ち
て
　
　
　
し
て
　
　
の

の
　
勤
　
心

一

せ

　

　

に

住
　
於
世

メ
む
　
　
の

流
布
　
此
　
妙
経
畢
糾
合
　
王
塔
　
久

を
　
．
ニ
む
■
．
■
．
．
を
－
「
　
ク

使
　
其
　
人
民
　
安
隠
豊
楽
　
　
無
。
琴
柱
横
（
同
右
）

を
（
西
大
寺
本
金
光
明
最
膠
王
往
古
点
）

に
し
て
　
　
　
か
ラ
　
　
の

の
の
み
に

画
　
唯
自
　
耳

ケ

　

ナ

む

ル

n

U

は

　

」－

田
　
勿
令

他
　
解

（
同
右
）



「

　

　

　

　

一

二
つ
誓
〔
．
1
・
三
1
．
や
共
　
生
衆
吉
七
弘

之
午
　
r
E
介
隼
！
。
　
　
　
　
　
　
（
同
右
）

H
令
苦
。
晦
　
有
情
苦
て
恭
生
供
養
セ
　
　
（
同
右
）

2
　
動
詞
「
為
」
の
連
用
形
に
助
詞
の
つ
い
た
「
シ
テ
」
と
訓
じ
、
助
動
詞

y
ム
を
捕
読
す
る
。

呪
隼
の
㌔
醐
ヨ
弘
薯
の
軋
　
、
（
同
右
）

の
ご
と
く
で
凹
に
つ
い
て
．
は
下
の
提
言
に
∽
助
詞
「
チ
」
を
訓
む
。
帥
助
詞

「
l
こ
を
訓
む
。
M
動
詞
「
為
」
と
助
詞
〓
こ
の
つ
い
た
「
シ
テ
」
を
補

読
す
る
。
の
三
枝
が
あ
る
。
し
か
し
後
世
に
な
る
と
、
一
様
に
チ
シ
テ
の
祁

託
に
な
っ
て
く
る
。
同
所
を
永
長
二
年
朱
点
で
見
る
と

の
使
む
其
の
人
民
き
て
安
室
楽
に
し
て
無
請
の
柾
横

°

的
唯
自
㌔
み
に
閲
ヶ
乳
牛
と
∴
他
を
受
解

使
む
凡
1
柱
野
l
見
象
衆
軍
－
葦
兵
等
衆
七
宝
之
繁
種
軽

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

な
・
’
と

倉
耳

と
な
っ
て
い
る
。
さ
て
こ
の
字
の
平
安
中
期
且
後
室
町
期
ま
で
微
用
法
を
見

る
に
、
接
し
て
伍
家
点
で
は
チ
シ
テ
を
下
の
体
言
に
補
託
し
て
シ
ム
の
み
の

訓
を
あ
て
る
法
を
と
り
、
博
士
家
点
で
は
再
託
し
て
い
る
よ
う
で
や
O
。

a
チ
ビ
ア
を
粕
読
す
る
例

に
　
　
に
　
し
わ
む
か
　
・
与
し
て
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
は
　
　
の
　
し
め
か
　
を
し
て

且
　
為
　
令
　
　
執
　
　
事
　
蘇
気
　
且
　
為
　
令
　
蘇
．
豊
1

し

て

し

せ

を

　

　

に

足
　
相
木
　
之
故

た
ま
ふ
　
　
こ
と
有
三

、

（
西
大
寺
萩
　
私
瞭
蟹
記
長
元
入
鞍
点
）

く
　
し
め
む
こ
と
　
　
　
　
　
を
し
て

能
．
使
　
　
　
如
来
　
　
　
官

こ

（
東
大
寺
戒
．
無
上
依
経
如
来
功
徳
品
平
安
中
期
点
）

ノ

06

廼
命
　
左
右
　
令
　
供
寛
沙
門
　
　
試
欲

三

　

一

二

令
彼
を
し
て

し
て

悉
蒙
安
隠
楽
（
西
大
寺
本
金
光
明
最
膵
王
寧
永
長
二
年
点
）

に
　
　
む
　
　
巳
　
　
　
　
を
し
て
　
　
に
　
つ

（
興
福
寺
泣
　
声
日
日
偲
伝
灰
和
二
年
点
）

ル

が

　

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

　

ノ

　

・

チ

シ

ナ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

チ

エ

令
一
切
如
来
　
聖
天
現
駅
一
切
　
悉
地
　
受
一
切
安
楽
悦
意
故

（
束
教
大
国
語
学
研
究
童
顔
　
金
剛
頭
大
運
王
縫
保
元
二
年
点
）

メ
ク
マ
へ
り
　
　
ヲ
シ
ナ
　
　
　
　
　
を

令
　
　
　
我
．
I
　
解
脱

（
高
野
山
正
智
院
成
　
体
寓
隼
膵
陀
尿
尼
院
政
期
点
）
　
建

て

　

を

．

与

し

て

　

　

ナ

ラ

妙
光
教
化
・
令
　
其
　
堅
固
　
（
訣
山
神
社
減
　
法
難
題
院
政
期
重
）

’

吾
て
坐
せ
託
て
与
と
彼
の
水
の
笠
水

金
茶
．

（
唐
招
提
寺
戒
　
四
分
律
行
事
紗
鎌
倉
期
点
）

も
再
読
の
例

を

　

メ

　

　

　

に

　

イ

使
　
人
　
清
　
大
－
后
　
　
日
　
（
血
紀
呂
后
本
記
延
久
五
年
点
）
　
榎

シ
ノ
　
　
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

シ
　
シ
ノ
　
　
　
　
を
　
　
ヒ
　
マ
シ
バ
リ
　
　
セ
シ
メ

不
　
令
夷
1
夏
　
椙
　
交
1
　
位

シ

ナ

　

　

て

（
神
田
喜
一
郎
氏
萩
　
自
氏
文
集
琴
永
四
年
点
）
　
梯

シ
　
　
　
　
　
　
が
　
　
　
　
　
を
ナ
サ
　
　
　
　
　
　
と
．

使
　
　
君
　
夫
－
由
　
為
　
参
！
商
　
　
（
同
）

シ
メ
ナ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て



田間一の上史蘭訓文漠

ス
　
　
シ
テ

欲
　
令
シ
メ
ム
ト

ヲ

　

ラ

　

l

l

事
火
婆
崖
内
】
　
同
　
天
一

シ使
下
レ

シ
ム
ル

（
如
来
遺
跡
諸
式
建
保
三
年
点
）
　
建

ヲ
ノ
く
を
　
ヲ
へ
　
　
の
　
　
　
　
を
　
　
　
の
な
り

各
一
　
路
中
英
　
性
－
命
上
　
者
　
　
　
　
　
　
　
　
一

て

を
　
．
【
シ
・
－

令
等
臣
　
害

て

胡
1
－
コ

昔
三
∵
∵
誉
ミ
　
ミ
こ
い
貨
二
・
三
　
ご

て
．
′
二
）

（
内
藤
乾
吉
氏
戒
古
文
翠
経
仁
治
二
年
点
）
　
硯

こ
　
　
　
　
　
コ
ト
に
　
　
シ
　
　
　
　
　
を
　
へ
イ
　
セ
　
　
　
を
．

古
1
者
　
諸
侯
歳
　
　
道
　
夫
夫
　
聴
聞
　
天
子

シ

ム

　

　

　

て

l

（
国
賓
寮
戒
ノ
群
薯
箪
要
建
長
五
年
点
）
　
援

即
弊
ノ
桂
少
翫
∴
　
（
酷
醐
寺
畢
遊
仙
窟
阪
永
三
年
点
）
料

シ
ム
　
．

シ
テ
　
　
　
　
　
　
チ
　
　
　
サ
カ
ラ
　
　
チ

敦
下
　
嘩
工
学
　
遠
中
　
雲
上

シ
ム

（
前
田
家
茂
．
桂
川
地
戒
記
弘
治
四
年
点
）
　
桟

モ
　
　
ノ
サ
シ
ム

乃
使
　
人
　
複
召

て

（
久
盟
支
持
這
．
患
う
違
‥
一
‥
茸
宝
芋
三
号
㌃
）
七

な

超
1
了
王

（
毛
利
家
裁
　
史
記
H
后
本
紀
第
九
隻
久
五
年
点
）
　
巳

を
　
　
ヤ
シ
ム

梗
鈍
産
児
．
賊
て

之

し
か
し
次
の
様
な
例
外
も
あ
る
。

－
一
　
ル
コ
ト
　
　
　
メ

テ
シ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
ケ
シ

。
上
絡
　
不
．
佼
三
　
不
1
肖
手
　
国
毎
丁
子
之
上
一
明

（
硯
智
院
戒
　
壮
俗
諺
文
院
政
期
点
）
　
櫨

及
貌
明
帝
使
丁
京
北
茸
仲
経
て
　
点
敢
ソ
ナ
以
ナ
題
巾
芳
林
苑
鮭

シ
ム

シ
ム
　
　
・
　
ヲ
シ
ナ

現
0
主
令
　
宇
文
秦

シ
　
　
シ
テ
　
チ
　
　
カ

．
若
　
敦
レ
　
人
　
相
　
著

シ
メ

（
某
隷
文
体
　
鎌
倉
中
期
点
）
按

セ

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　

ノ

謬
梁
　
0
元
・
帝
　
二
十
万
衆
「

沢
文
膵
戒
　
弘
決
外
典
砂
弘
安
七
年
点
）
　
裡

シ

　

ハ

　

シ

テ

　

　

　

セ

自
1
持
　
若
　
孜
レ
　
　
人
持
】

シ
ノ
ム

（
傍
点
法
華
経
吉
野
靭
点
）
　
櫨

博
士
家
点
に
お
い
て
は
、

よ
う
な
訓
も
見
え
る
。

レ
、
L
）
　
　
　
　
　
　
を

遵
　
使
　
布
衣
之
士
て

院
政
こ
ろ
ま
で
動
揺
し
て
い
た
ら
し
く
、
又
次
の

ら
シ
ム
　
　
　
　
　
　
こ
と

不
　
　
得
為
　
枯
木

．
ノ

（
東
洋
文
庫
萩
　
春
秋
経
伝
提
解
保
延
五
年
点
）
　
載

博
士
家
点
に
お
い
て
再
読
が
生
じ
た
の
は
、
や
は
り
軍
件
工
の
辞
の
訓
に
よ

シ

ム

　

シ

ム

む
（
使
・
令
な
ど
）
と
要
件
り
】
の
詞
の
訓
（
こ
1
で
は
動
詞
）
と
そ
れ
と
矯

接
な
連
合
を
も
1
っ
補
読
語
ダ
ム
を
持
っ
て
い
て
要
件
1
の
辞
の
訓
が
要
件
．
2

の
補
記
語
と
同
三
m
で
あ
る
た
め
に
、
（
前
述
の
再
読
字
と
同
原
理
と
な
る
）

他
の
再
読
字
の
影
響
を
多
分
に
受
け
て
後
れ
な
が
ら
成
立
し
た
も
の
と
考
え

る
。
彼
惟
再
読
さ
れ
な
く
な
っ
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
桂
庵
和
錦
家
法
倭
点

の
記
事
が
参
考
に
な
る
。

シ

ナ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

テ

　

　

ニ

〆
ハ
皆
下
之
字
ニ
テ
点
シ
漢
へ
テ
シ
ム
チ
ハ
雷
レ
　
英
字
　
右
ニ
シ
ム
ト

シ

ム

　

チ

ノ

ラ

　

　

　

　

ヘ

ト

モ

点
ス
ル
ナ
リ
令
二
　
人
－
知
一
之
類
。
蛙
　
レ
≡
1
字
　
用
三
二
ノ

チ

　

　

　

シ

ム

点
一
古
点
二
　
令
　
如
レ
此
点
ス
レ
二
二
ノ
カ
エ
リ
二
ノ
仮
名
シ
ム
ニ

サ
シ
ア
フ
ナ
リ

庶
く
古
い
訓
法
を
見
た
桂
庵
は
恐
ら
く
彿
家
点
に
よ
っ
て
博
士
家
点
の
書
き

方
を
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
桂
庵
の
意
見
は
鎮
世
に
影
響
を
強
く
与
え
て
い

る
こ
と
か
ら
し
て
、
今
日
の
表
記
法
は
こ
の
頃
に
凝
ざ
し
て
い
る
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
「
貼
例
」
に
も
同
意
見
が
見
ら
れ
る
。



－．1

′

し

い

′

1

H

り

‖

1

】

以
爵
・
謂

古
点
本
の
璧
読
字
を
調
査
し
て
い
る
と
次
の
ご
と
き
二
度
訓
み
0
用
法
が

見
ら
れ
た
。

．
高
祖
以
！
為
バ
ク
不
す
了
聖
我
・
．二

モ
フ

へ
毛
利
家
戒
史
記
呂
眉
本
紀
延
久
五
年
点
）
筏

両
説
若
里
現
各
自
敬
．
其
為
　
義
－
交
之
這
二
臣
「
上
ナ
乃

ヌ

レ

ハ

　

　

　

ノ

　

　

タ

ル

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

チ

u

′

　

　

　

　

四

　

　

　

　

　

　

　

二

卜

悦
　
也
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鶴
智
院
萩
　
世
俗
諺
文
院
政
期
点
）
按

テ
モ
へ
ラ
ク
　
　
　
力
　
　
に
　
　
町
と
　
　
　
コ
ト

以
下
－
為
　
於
レ
義
　
有
上
　
レ
閲
【

ヘ
ヮ

（
内
藤
乾
音
氏
萩
　
音
文
孝
経
仁
治
二
年
点
）
．
、
拉

チ
モ
バ
ク
l
l
　
ヨ
ク
　
　
セ
ッ
ト

自
　
謂
ヨ
　
能
　
筆
一
貫
妙
－
．

へ
り

（
本
門
寺
萩
　
貞
親
政
要
録
倉
期
点
）
　
建

ヲ

ク

　

　

は

　

　

ス

ク

フ

ト

の

　

　

　

こ

以
－
為
　
仁
者
　
必
　
活
二
人
　
於
愚
－
。
難
一

才
モ
ヘ
リ

（
囲
珠
経
建
武
四
年
点
）
　
建

オ

モ

フ

に

・

チ

　

　

　

な

り

と

謂
車
㌻
．
奄
不
－
信
－
　
　
（
伊
達
雲
傘
句
集
室
町
期
点
）
拉

こ
れ
ら
は
一
役
的
の
も
の
で
な
い
ら
し
く
概
し
て
博
士
家
点
に
散
見
し
、
時

代
も
下
っ
た
も
の
に
現
わ
れ
て
い
て
、
前
述
の
再
読
字
と
は
本
質
的
に
異
な

る
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
再
読
字
が
一
役
に
生
じ
て
か
ら
、
そ
の
訓
法
の
影

軍
を
受
け
て
軍
わ
れ
た
も
の
で
、
補
読
語
を
全
記
す
る
代
り
に
、
併
記
す
る

こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

再
民
事
の
後
世
に
生
じ
た
異
訓

▲
－撃
亘
ヲ
；
　
（
神
田
宝
孟
氏
萩
自
民
文
笑
永
四
年
点
）
狂

自
民
文
集
の
訓
点
に
は
特
異
な
訓
垣
が
多
い
が
こ
れ
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

マ
シ
カ
バ
に
対
し
て
は
「
べ
シ
」
よ
り
「
マ
ご
が
妥
当
と
考
え
て
、
既
成

の
再
読
訓
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ソ

シ

ハ

ラ

ク

　

　

と

何
　
謬
浸
－
油
㌻
シ
ク
チ
ッ
″
（
醍
醐
寺
本
宗
琵
永
三
富
…
）
一

ス

ハ

　

　

ラ

揮
一
．
”
ハ
町
…

一
・
．
、
一

音
二に

七
　
に
て
　
　
　
シ
　
タ
　
ヒ
ト
リ
．
一
シ
テ
　
サ
ラ

菅
汚
水
〕
頭
　
身
没
　
魂
　
孤
　
　
骨
不

ウ
カ
レ
ナ
　
　
ス
シ
テ

遊
仙
窟
の
訓
法
に
も
亦
珍
異
な
も
の
が
見
え
る
。
そ
れ
も
そ
の
一
つ
で
、
再

読
が
生
じ
て
か
ら
代
置
さ
れ
た
訓
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
拉
の
も
吼
は
ま
だ

他
に
も
あ
ご
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

後
世
辞
書
の
注
記
に
よ
っ
で
生
じ
た
も
の

に
　
セ
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
・
　
マ
　
に
　
ヤ
カ
ン
と
　
、

遂
　
政
　
令
1
郡
1
氏
　
　
且
　
莫

（
図
書
寮
茂
　
群
書
治
粟
建
長
五
年
点
）
　
按

ナ
ホ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
ト
　
　
　
エ
キ
ノ

箪
】
　
百
－
。
能
　
徒
0
1
役
。

コ
ト
し

（
三
千
院
萩
　
音
文
事
経
雄
治
三
年
点
）
桟

ノ
・
　
ハ
　
　
　
　
ナ
ツ
　
　
レ
　
ナ
チ
シ
ニ
ク
ン
ナ
　
　
チ
　
シ
フ
ル
カ
　
　
テ

士
1
度
1
人
・
楽
　
不
1
仁
　
是
　
由
こ
．
一
悪
レ
　
酔
　
強
レ
　
　
酒

シ

（
伊
達
家
薗
　
企
句
集
室
町
期
点
）
　
旗

こ
の
種
の
も
の
は
、
時
代
の
降
っ
た
も
の
に
見
ら
れ
る
。
し
か
し
て
一
般
に

璽
読
字
が
生
じ
て
か
ら
、
且
又
瀞
也
・
郁
猶
也
・
由
又
輿
猶
通
な
ど
の
詳
記

に
よ
っ
て
再
読
訓
遵
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
應
」
が
今
日
再
読
字
と
さ
れ
て
い
る
の
も
同
傾
向
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
「
蓋
」

字
に
つ
い
て
は
作
文
大
体
に
も
、
家
法
倭
点
に
も
見
え
て
い
る
空
説
字
で
あ

る
が
、
少
数
例
心
か
見
え
ず
、
前
述
の
原
理
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
か
、
或

い
は
「
何
也
不
也
㌧
何
不
也
L
な
ど
の
辞
書
の
証
に
よ
る
異
な
っ
た
原
理
に

／
．



題問
一

の上皮屈訂文沃

よ
っ
た
も
の
か
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か

⊥
仕
、
先
説
と
和
文
へ
の
影
響
と

訓
読
に
当
っ
て
洪
字
一
字
を
二
度
k
訓
ず
る
と
い
う
現
象
は
珍
し
い
方
法

で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
早
く
か
ら
作
文
大
体
・
家
法
倭
点
な
ど
で
触
れ
て
お

り
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
も
「
点
例
」
・
「
日
本
駅
名
」
・
「
博
士
読
致
証
」
な
ど

訓
法
に
関
す
る
啓
に
も
触
れ
て
あ
る
が
、
そ
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
前
述
書

の
外
「
訓
点
復
古
」
「
倭
読
賓
鏡
」
「
学
則
」
に
も
、
ま
た
当
代
の
随
筆
な
ど

に
も
論
じ
た
も
の
を
見
な
い
。
明
治
に
な
っ
て
か
ら
も
或
い
は
訓
読
の
当
初

よ
り
生
じ
て
い
た
も
の
の
ご
と
く
考
え
た
り
、
字
義
よ
り
の
必
然
の
要
求
で

あ
る
と
学
見
ら
れ
て
い
た
。
（
菅
）
セ
ゞ
大
言
海
に
軍
応
・
雷
な
ど
の
字
を

別
つ
た
め
に
読
み
習
え
る
障
壁
読
と
説
い
て
い
る
が
、
こ
れ
も
全
く
史
的
事

実
に
合
わ
な
い
も
の
で
あ
る
。
近
時
古
点
本
の
研
究
に
伴
な
っ
て
」
春
日
政

治
博
士
は
平
安
初
期
の
訓
法
を
明
ら
か
に
さ
れ
、
（
菅
）
つ
い
で
遠
疎
嘉
基

博
士
は
そ
の
成
立
に
つ
い
て
一
つ
の
萎
え
を
出
し
て
お
ら
れ
る
。
（
註
。
）

【
註
l
】
「
法
文
の
訓
読
に
よ
り
て
伝
え
ら
れ
た
る
語
法
」

【
註
2
】
「
西
大
寺
本
金
光
明
最
膵
王
在
盲
点
の
国
語
学
的
研
究
し
研
究
帯

語
の
呼
応

【
詫
3
】
一
「
訓
点
資
料
と
訓
点
語
の
研
究
し
語
法

漢
文
訓
読
に
お
い
て
辞
の
訓
が
詞
の
訓
に
変
る
た
め
に
生
じ
た
再
読
字

は
、
平
安
中
期
以
後
訓
読
の
固
定
化
と
柏
侠
1
て
、
こ
こ
に
形
式
的
な
訓
法

を
生
じ
、
該
当
字
に
は
常
に
再
読
訓
を
与
え
る
よ
う
に
な
り
、
直
訳
的
な
再

読
口
調
が
生
じ
た
が
そ
れ
は
漢
文
訓
読
に
の
み
と
ど
ま
ら
ず
、
在
来
の
日
本

語
に
も
次
第
に
影
害
し
、
診
述
す
る
よ
う
に
な
っ
て
来
る
。
平
安
時
代
も
末

ご
ろ
以
狂
の
芸
貪
÷
≡
定
‥
さ
ト
ー
ェ
・
三
．
′
二
子
奈
∵
‡
∵

淳
軍
記
二
g
祭
日
三
．
与
り
い
ご
ヂ
り
r
∵
言
責
二
三
′
一
－
一
二
二
三
・
三
三
1
‥

文
の
一
例
◆
ぎ
の
け
よ
う
。

シ

ク

　

　

　

ス

　

　

エ

　

ア

　

ナ

　

　

　

ノ

　

ナ

諸
国
宜
　
レ
承
二
知
竺
且
声
之
薮
不
レ
可
レ
こ
‥
嘉
一
・
「
∴
〃

ヘ
シ
（
東
梅
東
山
へ
鞍
下
院
宣
）
　
（
廷
堤
本
平
家
的
語
君
泥
義
則
培
土
拉

証
本
に
よ
る
）

ヌ

　

　

　

チ

　

一

ニ

　

ク

　

　

　

ニ

供
舎
論
に
は
再
生
汝
今
翠
l
　
盛
位
－
死
　
遂
　
嬰
－
レ
近
二
　
炎
在
室
…
…

と
申
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
右
）

こ
れ
ら
経
典
に
関
係
あ
る
文
や
、
宣
旨
・
貢
状
や
畏
っ
た
会
話
な
ど
に
多
く

見
え
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
漢
文
訓
読
文
の
影
響
に
よ
っ
て
次
第
に
和
文
居
に

入
っ
て
来
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
外
今
昔
物
語
・
三
宝
絵
詞
・
沙
石

集
・
古
今
著
聞
集
な
ど
の
説
話
集
の
文
中
に
散
見
す
る
の
も
当
然
の
こ
と
で

あ
る
。
か
く
て
再
読
口
調
は
和
漢
混
沌
文
や
仏
教
説
話
集
を
通
し
て
次
第
に

文
語
文
に
入
り
こ
み
、
明
治
の
文
語
文
や
今
日
の
文
語
的
表
現
の
中
に
ま
で

屡
々
表
わ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

七
、
む
　
す
　
ぴ

こ
の
小
稿
は
従
来
未
開
拓
で
、
あ
っ
た
洪
文
訓
読
史
の
一
分
野
を
明
か
に
し

よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
か
ん
ず
く
全
く
不
明
で
あ
っ
た
「
再
読
字
」

の
本
質
と
そ
の
歴
史
的
推
移
の
大
略
を
の
べ
て
、
い
く
つ
か
の
点
を
明
か
に

し
え
た
。
し
か
し
そ
の
中
に
は
今
後
さ
ら
に
究
め
つ
く
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

辞
訓
の
詞
訓
へ
の
移
行
な
ど
の
い
く
つ
か
の
重
要
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
ま
た
漢
文
訓
読
が
文
語
文
に
与
え
る
労
費
の
〓
瞞
李
も
物
語
っ
て
い

3

6

●



一

　

t

H

・

－

．

1

．

、

、

J

 

h

い

－

1

る
。と

こ
ろ
で
こ
の
小
稿
は
、
次
の
点
に
応
用
さ
れ
る
こ
．
と
が
で
き
る
り
そ

れ
は
過
去
に
お
け
る
漢
文
鳶
料
の
訓
読
に
つ
い
て
ー
例
え
ば
万
葉
集
の
詞

書
、
古
今
集
の
真
名
序
や
上
代
に
お
け
る
漢
文
、
ま
た
平
安
時
代
の
日
記
、

記
録
な
ど
の
変
体
漢
文
の
訓
み
方
に
つ
い
て
は
ー
従
来
は
二
定
の
訓
み
方
が

な
い
。
よ
り
多
く
は
今
日
の
訓
み
方
に
よ
っ
て
い
る
も
の
の
ご
と
く
で
あ

る
。
し
か
し
当
時
の
訓
み
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
従

う
の
が
よ
り
自
然
で
あ
ろ
う
。

（
あ
と
が
を
）

3

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

は

二
本
稿
は
去
る
昭
和
廿
八
年
1
9
5
十
月
の
国
語
学
会
で
．
の
発
表
の
原
稿
を
も

と
に
し
、
そ
の
折
、
時
路
博
士
、
鈴
木
一
男
氏
、
林
大
氏
、
山
甲
俊
輝
氏

な
ど
諮
先
柴
よ
り
い
た
だ
い
ち
－
教
示
に
よ
っ
て
、
書
き
改
め
た
も
の
で

あ
る
。
い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
ご
指
導
い
た
だ
い
圭
佐
伯
梅
友
先
生
・
中

田
紀
夫
先
生
、
箕
島
裕
氏
へ
共
に
あ
っ
く
御
礼
申
し
あ
げ
る
。

二
、
な
お
資
料
訊
登
に
際
し
て
ご
便
宜
を
い
圭
だ
い
た
追
撃
茄
基
博
士
、
京

大
附
属
国
事
賠
伊
溢
砧
拍
氏
、
東
大
寺
図
書
館
、
西
大
寺
、
唐
招
提
寺
、

興
福
寺
、
仁
和
寺
、
東
大
国
語
研
究
室
に
感
謝
の
意
を
表
す
次
第
で
あ
る
。

三
」
申
m
紀
夫
先
生
の
お
話
に
よ
る
と
飴
木
一
男
氏
は
「
應
害
「
常
応
」
な

ど
雲
…
序
よ
り
成
立
を
お
考
え
に
な
っ
て
い
ら
れ
る
由
で
あ
る
。
疑
問
点

も
め
る
の
で
、
．
ご
教
導
を
仰
ぐ
機
を
切
に
待
ち
望
ん
で
い
る
。

－
巷
Ⅱ
文
理
科
大
学
大
学
院
尊
卑
1

「
国
語
学
」
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

左
記
の
各
蛇
は
在
庫
‖
岩
少
々
あ
り
ま
す
か
ら
、
御
希
望
の
方
に
は
お
堀

ち
致
し
ま
す
。
太
学
会
薗
癒
所
（
塞
蒜
文
京
区
東
大
文
学
部
国
語
研
究
室

内
・
振
替
塑
竺
七
七
八
二
三
番
）
苑
お
申
込
み
下
さ
い
。

4

ご
U

飽
　
六
　
蛤

．
第
　
七
　
輯

第
　
八
　
時

第
　
九
　
的

第
　
十
　
時

第

十

一

輯

第

十

二

時

第
十
三
・
十
四
輯

第
十
五
臓

A
5
一
三
六
五

A
5
一
四
四
買

A
5
一
一
二
五

A
5
一
二
八
英

人

5

一

一

二

H

A
5
．
一
二
〇
五

A

5

二

八

玉

A
5
一
二
四
賓

A
5
一
一
〇
煮

一
三
〇
円

一
四
〇
円

一
三
〇
円

一
五
〇
円

一
五
〇
四

一
五
〇
日
「
j

一
五
〇
円

一
事
0
円

一
五
〇
円

（
送
料
各
か
一
六
円
）

tosho-seibi-repo
長方形




